
「りんごのまちの国語教育」へ

第67回東北地区国語教育研究協議会弘前大会 大会ＷＥＢ【概要】

第33回青森県小学校国語教育研究大会弘前大会

第26回青森県中学校国語教育研究大会弘前大会

第62回青森県高等学校教育研究会国語部会研究大会

【主な内容】

１０月１日（金）より公開予定

・第６７回東北地区国語教育研究協議会
弘前大会に寄せて

・東北地区国語教育研究協議会について ～協議会のあゆみ他

・あいさつ

・弘前市の紹介

１1月１日（月）より順次公開

・弘前大会の研究 ＜研究授業＞ ～指導案、授業動画等、協議会記録他

＜研究発表＞ ～東北各県で実施された実践研究

【大会ＷＥＢはこちらから】

大会ＵＲＬ https://www.hirosaki-kokugo.jp/

第６７回東北地区国語教育研究協議会弘前大会 検索

【パスワード】

・研修授業及び研究発表のページを閲覧するためには、パスワードが必要となりま
す。パスワードについては、各県の国語教育研究協議会長を通じて、９月中に文
書にてお知らせする予定です。

【閲覧について】

・大会ＷＥＢは、パソコンの他、タブレット端末やスマートフォン環境でも最適化さ
れて閲覧できるようになっています。

令和３年９月吉日 

東北各県教育委員会教育長  様 

同  各市町村教育委員会教育長  様 

同  各小・中・高等学校長  様 

同  国 語 教 育 研 究 会 長  様 

関        係        各        位 

                                                                東北地区国語教育研究協議会 

                                                            会  長       児玉  忠 

                                                                第６７回東北地区国語教育研究協議会 

                                                                弘前大会実行委員長  成田  頼昭 

 

令和３年度 

第６７回東北地区国語教育研究協議会  弘前大会 
第３３回 青森県小学校国語教育研究大会弘前大会 

第２６回 青森県中学校国語教育研究大会弘前大会 

第６２回 青森県高等学校教育研究会国語部会研究大会 

 

《第二次（最終）案内》 
 

  このたび標記大会を、実施可能な在り方として、ＷＥＢを活用し、下記のとおり開催することにいたしました。

本大会を通じて、国語教育の一層の充実を図りたいと考えております。 

  つきましては、東北各県の皆様に多数御参加いただき、御指導を賜りますよう御案内申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

１  大会方式      ＷＥＢ開催 

 

２  主なＷＥＢ内容      弘前大会に寄せて 

研究授業･･･授業ダイジェスト動画、指導案、協議会記録等 

         研究発表･･･発表資料、補助資料等 

 

３  ＷＥＢ公開期間      令和３年１０月１日（金）～令和４年１月３１日（月） 

 

４  大会ＵＲＬ      https://www.hirosaki-kokugo.jp/ 
 

５  主    催      東北地区国語教育研究協議会      青森県小学校国語教育研究会 

                  青森県中学校教育研究会国語部会  青森県高等学校教育研究会国語部会 

 

６  後    援      青森県教育委員会  岩手県教育委員会  秋田県教育委員会  宮城県教育委員会 

            山形県教育委員会  福島県教育委員会  弘前市教育委員会  西目屋村教育委員会 

                  青森県小学校長会  青森県中学校長会  青森県高等学校長協会 

 

７  主    管      第６７回東北地区国語教育研究協議会弘前大会実行委員会 

 

８  問合せ先      弘前大会実行委員会  事務局    川口  潤子 

                    弘前中央高等学校  〒036-8550  青森県弘前市蔵主町７－１ 

                    TEL 0172-35-5000  FAX 0172-32-1659  E-mail kawaguchi-junko@m02.asn.ed.jp 

弘前大会・大会主題    確 か で 豊 か な 学 び の 創 造 
   ―「言葉による見方・考え方」を働かせて―



校種 領 域 県 研 究 発 表 者

山 形 県 後 藤 航（米沢市立東部小学校）

岩 手 県 齋 藤 祐（北上市立黒沢尻西小学校）

話すこと

聞くこと
宮 城 県 小 松 美奈子（気仙沼市立面瀬小学校）

小
青 森 県 外 舘 季 和（八戸市立西白山台小学校）

青 森 県 石 田 直 美（むつ市立第二田名部小学校）

学 山 形 県 村 山 誠（高畠町立糠野目小学校）

秋 田 県 越後谷 茂（能代市立向能代小学校）

書くこと 宮 城 県 相 澤 遼（仙台市立枡江小学校）

校 青 森 県 成 田 智 彬（青森市立泉川小学校）

青 森 県 高 舘 麻佑子（五戸町立上市川小学校）

山 形 県 横 山 美枝子（米沢市立西部小学校）

秋 田 県 平 澤 優 花（由利本荘市立岩城小学校）

読むこと 岩 手 県 三 浦 一 太（釜石市立鵜住居小学校）

青 森 県 長 利 咲 子（十和田市立三本木小学校）

青 森 県 秋 元 須美子（五所川原市立栄小学校）

話すこと
宮 城 県 窪 田 美 佳（大河原町立大河原中学校）

聞くこと
中 青 森 県 一 戸 峻（大鰐町立大鰐中学校）

岩 手 県 花 舘 めぐみ（盛岡市立上田中学校）

学 書くこと
山 形 県 島 倉 真 澄（米沢市立第七中学校）

校 秋 田 県 佐 藤 純 子（羽後町立羽後中学校）

読むこと
青 森 県 藤 田 真 一（つがる市立稲垣中学校）

山 形 県 山 口 優（山形県立米沢興譲館高等学校）

現代文

高 青 森 県 日 向 百 代（青森県立十和田西高等学校）

等 岩 手 県 上飯坂 美 保（岩手県立盛岡第一高等学校）

古 文

学 福 島 県 真 壁 伊佐男（福島県立会津高等学校）

校 宮 城 県 菅 野 準（宮城県仙台二華高等学校）

漢 文
秋 田 県 照 井 佳那子（秋田県立増田高等学校）

研究授業・発表構成

校 学
領域・テーマ 授業(教材) 授 業 者 助 言 者

種 年

５
「どちらを選びますか」 田 澤 真也子

学
「この本，おすすめします」 (弘前大学教育学部附属小学校)

年

話すこと 自分の思いや考えを確かで豊かな
５

山 本 真 美 斉 藤 雅 子

小 聞くこと 言葉で伝え合う授業づくり
学 「 町じまん をすいせんしよう」

(弘前市福村小学校) （弘前市教育委員会指導主事）
年

６
「地域の防災について話し 田 澤 緑

学
合おう」 (弘前市立第三大成小学校)

年

４
平 井 恵里佳

学
学 「『ショートショート』を書

(弘前市立朝陽小学校)

確かで豊かな書く力を育てる授業
年 こう」

田 中 拓 郎
書くこと

づくり （弘前大学准教授）
６

阿 保 修 平
学 「自分の考えを発信しよう」

(弘前市立文京小学校)
年

校
５

建 部 拓
学 「言葉と事実」

(弘前市立北小学校)

確かで豊かな読みから文章のおも
年

鈴 木 愛 理
読むこと

しろさに迫る授業づくり （弘前大学准教授）
６

相 馬 麻生子
学 「きつねの窓」

(弘前市立時敏小学校)
年

目的や場面に応じて、立場や考え

話すこと
や根拠を明確にして話したり、共 ３

「目指せ！校長先生のお話 福 田 裕 子 佐 藤 史 子
聞くこと

通点や相違点などを比較しながら 学
～パブリックスピーキング」 (弘前市立第二中学校) （弘前市教育委員指導主事）

聞き自分の考えをまとめたりする 年

中 力を育む授業づくり

目的や意図に応じて、構成や展開
１

学
書くこと

を工夫し、根拠を明確にしながら、
学

「助言を自分の考えに生か 樋 口 薫 安 田 奈津子

自分の考えを書く力を育む授業づ
年

そう」 (弘前大学教育学部附属中学校) （青森県中南教育事務所主任指導主事）

くり

校
構成や展開、表現の効果について

１
読むこと

考えながら文章の内容を解釈し、
学 「疾風の女子マネ！」

片 山 美補子 児 玉 忠
自分の考えを広げたり深めたりす

年
(弘前市立南中学校) （宮城教育大学教授）

る力を育む授業づくり

現代文を的確に理解し、適切に表
１

現 代 文
現する力を育成し、言葉による見

学 「ネットが崩す公私の境」
中 村 奨 中 野 麻 理

高
方・考え方を働かせ、確かで豊か

年
(青森県立弘前高等学校) （青森県教育庁指導主事）

な学びを創造する授業づくり

等
古典を読んで人間、社会、自然な

２

古 文
どに対する思想や感情を的確にと

学
「村上の先帝の御時に」 太 田 雅 子 小 枝 麻 希

らえ、ものの見方感じ方、考え方
年

（『枕草子』より） (青森県立弘前高等学校) （青森県総合学校教育センター指導主事）

学
を豊かにする授業の創造

漢文を通し我が国の伝統的な言語

校
文化への理解を深め、先人のもの ３

伊 藤 景 子 毛 内 志のぶ
漢 文 の見方、感じ方、考え方に触れる 学 「荊軻」（『史記』より）

(青森県立弘前高等学校） （青森県総合学校教育センター指導主事）

ことで自分の考えを豊かにする授 年
業の創造


